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「夜空に咲く大輪の花」「夜空に咲く大輪の花」
　昭和村に花火を上げる会（星野高章　昭和村に花火を上げる会（星野高章
会長）主催のウインターフェスティバ会長）主催のウインターフェスティバ
ル2013が２月９日、村総合運動公園ル2013が２月９日、村総合運動公園
で開催されました。で開催されました。
　色とりどりの花火が澄み切った夜空　色とりどりの花火が澄み切った夜空
を鮮やかに彩り、会場からは大きな歓を鮮やかに彩り、会場からは大きな歓
声が上がっていました。声が上がっていました。
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十
二
様
、
お
十
二
様
、
十
二
神

社
、十
二
山
神
社
は
当
地
方
で
は
、

よ
く
聞
き
、
見
か
け
る
神
様
で
あ

る
が
、
全
国
的
に
見
る
と
そ
の
実

態
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
部
分

が
あ
る
。
県
内
で
も
富
岡
・
藤

岡
・
甘
楽
方
面
で
は
山
神
様
と
呼

び
、
北
関
東
か
ら
東
北
地
方
に
か

け
て
は
十
二
様
と
い
う
。
群
馬
県

が
南
限
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。し

か
し
、
山
の
神
と
い
う
点
に

つ
い
て
は
全
国
的
に
見
て
一
致
し

て
い
る
。

で
は
、
昭
和
村
で
は
ど
の
よ
う

に
祀
り
信
仰
し
て
い
る
の
か
見
て

み
た
い
。
村
誌
久
呂
保
で
は
、
お

十
二
様
は
山
神
様
で
、
昔
か
ら
山

仕
事
を
す
る
人
々
に
信
仰
さ
れ
て

い
た
。
桂
坂
、
桜
坂
、
西
原
、
上

永
井
な
ど
十
二
神
社
が
あ
り
、
祭

日
は
二
月
十
二
日
、
そ
の
日
を
十

二
講
と
言
い
、
当
時
は
地
域
の
知

り
合
い
同
志
が
集
ま
り
、
一
杯
飲

ん
だ
り
語
り
あ
う
代
名
詞
に
も

な
っ
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

糸
之
瀬
村
誌
に
は
、
中
野
、
追

分
、
長
者
久
保
十
二
山
神
社
の
事

が
で
て
い
る
。
三
社
と
も
、
春
の

祭
日
は
四
月
十
二
日
と
同
じ
だ
が
、

秋
は
、
追
分
が
十
月
十
二
日
、
中

野
・
長
者
久
保
は
十
一
月
十
二
日

と
な
っ
て
い
る
。
大
河
原
に
も
あ

る
。
他
に
も
数
多
く
の
十
二
様
が

村
内
至
る
所
で
祀
ら
れ
て
い
る
。長者久保十二山神社

中
野
で
は
、
毎
年
二
俵
の
餅
を
な

げ
、以
前
は
「
だ
い
だ
い
」を
行
っ

た
が
現
在
で
は
行
っ
て
い
な
い
と

あ
る
。「
だ
い
だ
い
」
と
は
太
々

神
楽
の
事
で
あ
ろ
う
か
。

追
分
で
は
、
オ
オ
カ
ミ
か
ら
村

人
を
守
っ
た
話
が
あ
り
、
夜
明
け

十
二
と
言
わ
れ
る
記
述
も
あ
る
。

第4回

長
者
久
保
で
は
、
以
前
こ
こ
で

熊
を
鉄
砲
で
撃
っ
た
の
で
、
熊
十

二
と
も
い
う
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

糸
井
赤
谷
の
十
二
山
神
社
は
利

根
郡
旧
新
治
村
の
赤
谷
十
二
神
社

か
ら
分
社
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

地
域
住
民
の
心
に
熱
く
信
仰
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
地
図
に
な
い
赤
谷赤谷十二山神社

の
名
は
い
つ
し
か
行
政
区
名
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

松
ノ
木
の
桜
に
あ
る
松
ノ
木
十

二
神
社
は
雷
電
様
も
合
祀
し
て
い

て
、
伊
勢
崎
伊
与
久
の
雷
電
神
社

の
分
社
の
よ
う
で
、
春
の
例
大
祭

に
は
参
拝
し
て
い
る
と
い
う
。

参
道
入
口
に
十
二
様
前
と
書
か

れ
た
バ
ス
停
が
あ
る
。
す
ぐ
近
く

に
は
桜
の
バ
ス
停
も
あ
り
不
思
議

に
思
い
、
近
く
の
方
に
聞
い
た
と

こ
ろ
道
下
住
民
の
た
め
と
春
、
秋

の
祭
日
に
参
拝
す
る
人
の
た
め
だ

と
い
う
。
こ
の
十
二
様
前
バ
ス
停

の
事
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
紹
介

さ
れ
て
い
た
の
に
は
驚
い
た
。

日
本
で
、
山
の
神
を
学
術
的
に

取
り
上
げ
た
の
は
、
民
俗
学
者
の

の
柳
田
國
男
で
明
治
の
後
半
か
ら

数
多
く
の
研
究
書
籍
を
発
刊
し
て

い
る
。

「
上
州
の
神
と
仏
」
近
藤
義
雄

著
の
十
二
様
に
つ
い
て
の
記
述
を

見
る
と
、
十
二
様
を
、
山
の
神

と
し
て
祀
り
祈
願
し
た
の
は
狩
猟

や
炭
焼
、
木
こ
り
な
ど
山
で
働
く

人
、
田
畑
を
耕
す
農
民
が
、
豊
か

な
実
り
や
恵
み
を
生
み
出
す
豊
穣

の
神
と
し
て
信
仰
し
て
い
る
と
い

う
。山

の
神
と
十
二
の
数
の
関
わ
り

は
な
ぜ
だ
か
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、

一
年
十
二
か
月
を
守
っ
て
く
れ
る

神
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
わ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
年
に
十
二

人
の
子
を
産
む
と
い
わ
れ
、お
産
、

安
産
の
神
と
し
て
崇あ

が

め
て
い
る
地

域
も
あ
る
。

松ノ木十二神社参道

全
国
的
に
み
て
女
神
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、

そ
れ
も
、
醜
い
顔
を
し
て
い
る
と

い
わ
れ
、
女
性
が
お
詣
り
す
る
と

嫉
妬
す
る
の
で
、
男
だ
け
で
祀
る

か
、
十
三
歳
以
下
の
女
の
子
な
ら

よ
い
と
い
う
地
域
も
あ
る
。

そ
し
て
、
十
二
様
に
お
供
え
す

る
魚
は
、
自
分
が
醜
い
の
で
醜
い

顔
の
オ
コ
ジ
ョ
が
よ
く
、
ナ
マ
ズ

や
カ
ジ
カ
で
も
喜
ぶ
と
い
う
。

神
社
や
祠
ほ
こ
ら
は
、
山
の
入
り
口
や

中
腹
に
あ
る
の
が
多
く
、
山
の
頂

上
に
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
。

何
は
と
も
あ
れ
、
一
年
十
二
か
月

の
安
全
を
守
護
し
豊
穣
を
与
え
て

く
れ
る
神
様
を
、
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
守
っ
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
る

雷　

電　

様

本
村
の
雷
電
神
社
は
、
村
誌
久

呂
保
、
糸
之
瀬
・
赤
城
根
村
誌
を

見
る
限
り
中
野
下
と
上
中
野
の
二

社
で
あ
る
が
、
大
河
原
に
も
一
社

存
在
す
る
。
そ
の
他
に
も
、
各
地

区
に
あ
る
神
社
や
何
人
か
で
祀
る

神
様
と
一
緒
に
祀
ら
れ
て
い
る
の

は
、
数
多
く
あ
る
と
推
察
す
る
。

最
近
、
上
内
出
に
も
あ
る
と
の

話
を
聞
い
た
。
こ
の
神
様
は
雷
除

け
は
も
と
よ
り
、
氷

ひ
ょ
う（
雹
）嵐こ
う

除
け

や
厄
除
け
安
全
の
神
様
で
あ
る
。

十　

二　

様

昭
和
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

 

事
務
局
長　

島
田　

民
夫
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糸
之
瀬
村
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

内
容
を
み
る
と
、
中
野
・
雷
電
神

社
の
祭
日
は
春
、三
月
二
十
五
日
、

秋　

十
一
月
二
十
五
日
で
あ
る
。

こ
の
神
社
は
、
伊
勢
崎
在
に
あ
る

雷
電
神
社
の
分
社
で
、
春
、
秋
に

必
ず
礼
参
り
に
行
く
と
あ
る
。

中野雷電神社

中
野
の
雷
電
様
は
、
伊
勢
崎
は

ど
こ
の
神
社
の
分
社
な
の
か
調
べ

て
み
た
。
伊
勢
崎
市
伊
与
久
に
あ

る
雷
電
神
社
で
あ
っ
た
。
主
祭
神

は
大

お
お
い
か
ず
ち
の
み
こ
と

雷

命
で
雷
除
け
や
夕
立

除
け
に
御ご

利り

益や
く

が
あ
る
と
い
う
。

夕
立
除
け
の
信
仰
に
も
と
づ
い
た

太
々
講
と
い
う
組
組
織
が
現
在
も

あ
る
と
い
う
。

ま
た
、
こ
の
神
社
に
は
現
在
で

も
利
根
郡
の
講
員
が
い
て
、
三
月

二
十
五
日
の
例
大
祭
の
日
に
は
講

員
が
参
拝
し
て
い
る
と
の
こ
と
、

中
野
、
松
ノ
木
の
人
の
こ
と
で
あ

る
。上

中
野
の
神
社
も
祭
日
は
同
じ

だ
が
、
詳
し
い
こ
と
は
書
か
れ
て

い
な
い
。
地
元
の
人
に
聞
く
と
、

雷
電
様
に
雷
、
夕
立
、
な
ど
の
災

害
除
け
や
一
年
の
安
全
と
五
穀
豊

穣
を
祈
願
す
る
と
い
う
。

雷
と
い
え
ば
関
東
、
関
東
で
も

上
州
で
あ
る
。
関
東
「
三
雷
神
」

と
い
え
ば
茨
城
県
の
二
社
と
群
馬

県
板
倉
雷
電
神
社
で
あ
る
。
こ
の

雷
電
神
社
は
総
本
社
格
で
あ
る
。

祭
神
は
、

火ほ
の
い
か
ず
ち
の
お
お
か
み

雷

大

神
、

大お
お
い
か
ず
ち
の
お
お
か
み

雷
大
神
、
別
わ
け
い
か
ず
ち
の
お
お
か
み

雷
大
神
で
、

御
利
益
は
、
雷
除
け
、
氷
嵐
除
け
、

豊
作
祈
願
、
厄
除
け
安
全
、
最
近

で
は
電
気
関
係
工
事
の
安
全
祈
願

も
多
い
と
い
う
。

創
建
も
古
く
、
徳
川
綱
吉
な
ど

の
庇
護
を
受
け
繁
栄
し
た
。
本
社

社
殿
の
彫
刻
は
左
甚
五
郎
の
流
れ

を
継
ぐ
上
州
「
石
原
常
八
」
の
作

と
さ
れ
る
立
派
な
彫
刻
が
廻
ら
さ

れ
て
い
る
。
一
見
の
価
値
あ
り
。

伊
勢
崎
伊
与
久
の
神
社
も
素
晴
ら

し
い
。

小
説
家　

綿  

貫  

六  

助

小
説
家
・
綿
貫
六
助
に
つ
い
て

は
、
昭
和
村
に
お
い
て
も
ほ
と
ん

ど
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
、
知
ら
な

い
人
物
で
あ
る
と
思
う
。
今
回
紹

介
す
る
に
あ
た
り
、村
誌
久
呂
保
、

群
馬
歴
史
散
歩
・
特
集
：
昭
和
村

二
〇
〇
四
年
発
刊
第
一
八
四
号
中

「
作
家
・
綿
貫
六
助
の
こ
と
」
群

馬
県
立
女
子
大
学
文
学
部
国
文
学

科
助
手
市
川
祥
子
氏
や
市
川
氏
と

も
交
流
が
あ
り
六
助
と
も
面
識
の

あ
っ
た
、
森
下
鎌
沢
の
廣
田
利
根

雄
氏
の
「
異
才
の
作
家
・
綿
貫
六

助
の
生
涯
」
を
参
考
に
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

異
才
の
作
家
綿
貫
六
助
は
、
明

治
十
三
年
四
月
八
日
北
勢
多
郡
森

下
村
下
宿
八
三
番
地（
久
呂
保
村

役
場
跡
地
）で
父
・
九
造
、
母
・

な
み
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。

六
助
の
先
祖
は
農
耕
馬
を
二
頭

を
持
っ
た
豪
農
で
、
名
主
を
努
め

た
資
産
家
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

祖
父
、
父
の
代
に
な
り
放ほ

う

蕩と
う

に
明

け
暮
れ
た
生
活
の
な
か
、
沼
田
町

下
之
町
銀
行
の
投
資
に
失
敗
し
て
、

田
畑
、
家
屋
敷
ま
で
人
手
に
わ
た

り
、
本
家
、
松
屋
に
居
候
す
る
。

六
助
は
本
家
松
屋
が
森
下
下
宿
三

十
八
番
地
に
移
転
し
て
か
ら
生う

ま

れ
た
。長
兄
は
行
方
不
明
と
な
り
、

次
兄
が
家
督
相
続
し
て
、
本
家
の

田
畑
を
借
り
受
け
農
業
に
従
事
し

幼
い
な
が
ら
も
兄
を
助
け
た
。
六

助
は
生
来
、
頭
脳
明
晰
で
独
学
で

勉
強
に
励
ん
だ
。
し
か
し
、
家
運

の
衰
退
は
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来

ず
、
職
業
軍
人
の
道
を
進
む
。

明
治
二
十
九
年
十
七
歳
で
、
難

関
の
陸
軍
教
導
団
に
合
格
す
る
。

そ
の
後
、近
衛
歩
兵
団
に
配
属
、

陸
軍
士
官
学
校
合
格
、
仙
台
の
歩

兵
第
二
十
九
連
隊
に
入
隊
し
職
業

軍
人
と
な
っ
た
。

明
治
三
十
七
年
日
露
戦
争
に
陸

軍
少
尉
と
し
て
出
征
。

明
治
三
十
九
年
終
戦
に
よ
り
帰

国
。
勲
功
に
よ
り
勲
五
等
旭
日
章

他
を
授
与
さ
れ
る
。
同
年
三
月
福

島
県
人
の
小
林
ス
イ
と
結
婚
。
明

治
四
十
二
年
八
月
長
男
誕
生
。
以

後
、四
男
一
女
の
子
宝
に
恵
ま
れ
た
。

大
正
三
年
陸
軍
大
尉
と
な
る
も
、

軍
旗
祭
で
不
適
切
な
行
動
が
あ
り
、

軍
人
生
活
に
見
切
り
を
付
け
除
隊
。

除
隊
後
、
恩
給
の
み
で
は
生
活
で

き
ず
、
大
正
四
年
妻
子
を
実
家
に

帰
し
、
三
十
四
歳
で
早
稲
田
大
学

文
学
部
英
文
学
科
に
入
学
。
学
業

の
傍
ら
作
家
活
動
を
始
め
た
。
大

正
七
年
早
稲
田
大
学
を
卒
業
。
東

京
府
立
第
三
中
学
校
英
語
教
師
と

な
る
。
し
ば
ら
く
し
て
、
作
品
が

雑
誌
に
載
る
よ
う
に
な
り
大
正
十

一
年
プ
ロ
の
作
家
活
動
に
入
る
。

生
涯
の
作
品
は
戦
記
・
自
伝
的
男

色
小
説
・
伝
記
な
ど
一
一
二
冊
以

上
に
の
ぼ
る
と
い
わ
れ
る
。
代
表

作
で
あ
り
六
助
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

と
い
わ
れ
る
「
戦
争
」
は
自
ら
の

戦
争
体
験
を
生
か
し
た
人
間
ド
ラ

マ
で
注
目
を
集
め
た
。

ま
た
、「
霊
肉
を
凝み

視つ

め
て
」
の

短
編
集
中
の
「
家
庭
の
憂
鬱
」「
戦

場
小
話
五
篇
」、「
春
の
外
套
」
は

大
正
年
間
彼
の
代
表
作
で
あ
る
。

「
私
の
変
態
心
理
」「
丘
の
上
の
家
」

は
自
伝
的
男
色
小
説
で
あ
る
。
伝

記
、
戦
記
の
中
に
は
「
武
人
の

鑑か
が
み

空
閑
大
隊
長
」「
大
日
本
軍
旗

物
語
」、
少
年
向
け
小
説
「
探
偵

明
石
元
二
郎
」。「
磔
茂
左
右
衛
門
」

は
朝
日
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
。

晩
年
、
六
助
の
生
活
は
困
窮
を

極
め
て
い
た
。
交
流
の
あ
っ
た
児

童
文
学
者
・
お
の
ち
ゅ
う
こ
う
や

歌
人
・
生
方
た
つ
ゑ
に
は
、
経
済

的
援
助
を
受
け
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
十
九

日
、
六
十
六
歳
で
死
去
。
波
乱
の

人
生
だ
っ
た
。

大河原雷電神社

綿貫六助
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公表します
 昭和村のバランスシート（一般会計）

　バランスシートは、企業の財務状況（資産と債務の
状況）を表すもので、「貸借対照表」とも呼ばれます。

左側（借方）　【資産の部】として、基準日において
村で持っている建物や土地の固定資産、貸付金や基
金（積立金）、現金などの財産の合計額を載せます。

右側（貸方）　財産の元手になった資金を【負債の部】
と【純資産の部】に分けて載せます。

【負債の部】　村の借入金である地方債と長期未払金、
退職手当引当金（全職員が年度末に退職するとした場
合の退職金相当額）・賞与引当金など将来負担しなけ
ればならないものを載せます。

【純資産の部】　【資産の部】から【負債の部】を差
し引いた残りで、将来に負担を残さない資金分を載
せます。つまり、住民サービスを提供するために保

有している財産に対応する財源のうち、現在までの
世代が負担した部分と資産を時価評価した際の評価
差額分です。

資産の内容　
●建物、土地…役場庁舎、保育園、福祉センター、
公民館、道路、学校など

●その他の資産…出資金、貸付金、積立金、預金な
ど

使ったお金の内容　
【負債の部】…地方債（借入金）、未払金、退職手当引
当金、賞与引当金など

【純資産の部】…国・県からの補助金、公共資産等整
備一般財源、その他の一般財源、資産評価差額

　平成24年３月31日現在の昭和村一般会計の総資産
合計は、約172億円で、このうち、土地、建物や道
路などの「有形固定資産」が約134億４千万円、出
資や貸付、特定目的のための基金などの「投資等」
が約６億６千万円、財政調整基金や歳計現金などの
「流動資産」が約30億９千万円となっています。
　これらの資産のうち、主として有形固定資産を取
得するために本村が負う事になった負債の残高が約
40億８千万円で、資産総額の23.7％になります。
　資産と負債の差額が「純資産」で、これは民間企
業の資本に相当します。純資産の合計は約131億１
千万円で、資産総額の76.3％になります。
　このことから、平成23年度末における本村の資産
は、23.7％の将来世代の負担となる債務と、76.3％
のこれまでの世代の負担（国や県からの補助金を含
む）により取得された事になります。

（１）　資産の部の状況　
　資産の部は、有形固定資産（建物、土地）が約134
億４千万円で、資産全体の78.2％を占め、残りが出
資金、貸付金、基金（積立金）、未収金等で約37億５
千万円となっています。
　有形固定資産を行政目的別に見ると、小中学校・
公民館・社会体育施設等の教育が33.6％と一番多
く、次いで、道路等の生活インフラ・国土保全が
25.2％、ほ場整備、農産物直売所等の産業振興が

22.6％の割合を占めております。

（２）　負債の部の状況　
　負債の部では、地方債（借入金）が固定負債と流
動負債分を合わせ約24億１千万円で負債全体の
59.2％、退職手当引当金と賞与引当金が約10億円で
24.6％となっています。

（３）　純資産の部の状況　　
　純資産の部では、公共資産を形成している財源の
うち国と県からの補助金部分が約28億３千万円、一
般財源部分が約103億円、その他一般財源等がマイ
ナスとなっているのは、翌年度以降の負担により使
途が拘束されているということを意味します。具体
的には退職手当引当金や赤字地方債など資産形成に
つながらない負債に対するものです。

○バランスシートとは

○平成23年度末バランスシートでわかること

行政目的別の有形固定資産の割合
（昭和44年から平成23年度までの状況）（単位：千円）

目的別 内　　容 資産額 比率（％）

教　　育 教育費 4,508,519 33.6

生活インフラ・
国土保全 土木費 3,385,730 25.2

産業振興 農林水産業費、労働費、
商工費 3,039,107 22.6

総　　務 総務費 1,575,272 11.7

福　　祉 民生費 749,087 5.6

消　　防 消防費 154,670 1.1

環境衛生 衛生費 22,883 0.2
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バ ラ ン ス シ ー ト

１． 「総務省方式改訂モデルに基づく財務書類作成要
領」を基準として作成しています。

２． 作成の基準日は、平成24年３月31日（平成23年
度末）です。

３． 対象となる会計は昭和村の一般会計です。特別
会計や土地開発公社などは含まれません。

４． 積み上げた基礎数値は、昭和44年度から平成23

年度までの決算統計のデータによるものです。
したがって昭和43年度以前の事業費は入ってい
ません。

５． 建物の評価額は取得当時の建設費を基準とし、
国で示した耐用年数に基づいて減価償却を行い
ました。土地については取得した当時のままの
価格で評価してあります。

○バンランスシート作成の条件と留意点

借　　　　　　　　　　方 貸　　　　　　　　　　方

平成24年３月31日現在（単位：千円）

[資産の部]
１　公共資産
　⑴有形固定資産
　　① 生活インフラ・国土保全 3,385,730
　　②教育 4,508,519
　　③福祉 749,087
　　④環境衛生 22,883
　　⑤産業振興 3,039,107
　　⑥消防 154,670
　　⑦総務 1,575,272
　　有形固定資産計 13,435,268
　⑵売却可能資産 0
　公共資産合計 13,435268
２　投資等
　⑴投資及び出資金
　　①投資及び出資金 107,583
　　②投資損失引当金 0
　　投資及び出資金計 107,583
　⑵貸付金 634
　⑶基金等
　　①退職手当目的基金 0
　　②その他特定目的基金 431,759
　　③土地開発基金 103,182
　　④その他定額運用基金 0
　　⑤退職手当組合積立金 0
　　基金等計 534,941
　⑷長期延滞債権 21,966
　⑸回収不能見込額 △2,460
　投資等合計 662,664
３　流動資産
　⑴現金預金
　　①財政調整基金 2,585,238
　　②減債基金 113,793
　　③歳計現金 377,978
　　現金預金計 3,077,009
　⑵未収金
　　①地方税 11,823
　　②その他 464
　　③回収不能見込額 △1,376
　　未収金計 10,911
　流動資産合計 3,087,920
資　　産　　合　　計 17,185,852

[負債の部]
１　固定負債
　⑴地方債 2,179,612
　⑵長期未払金
　　①物件の購入等 0
　　②債務保証又は損失補償 0
　　③その他 441,405
　　長期未払金計 441,405
　⑶退職手当引当金 966,509
　⑷損失補償等引当金 0
　固定負債合計 3,587,526
２　流動負債
　（1）翌年度償還予定地方債 234,223
　（2）短期借入金（翌年度繰上充用金） 0
　（3）未払金 219,761
　（4）翌年度支払予定退職手当 0
　（5）賞与引当金 37,861
　流動負債合計 491,845
負　　債　　合　　計 4,079,371

[純資産の部]
１　公共資産等整備国県補助金等 2,826,006
２　公共資産等整備一般財源等 10,302,293
３　その他一般財源等 △21,818
４　資産評価差額 0
純　資　産　合　計 13,106,481

負 債 ・純 資 産 合 計 17,185,852

総資産は172億円総資産は172億円
村民一人あたりに換算すると

※ 資　　産 約2,２６５千円
※ 負　　債 約５３８千円
※ 純 資 産 約１,７２７千円

※ 村民１人あたりの金額は、バランスシートの金額を基準日
（平成24年３月31日）の人口7,589人で割ったものです。
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受けて安心　がん検診受けて安心　がん検診
～昭和村の現状をお知らせします！～

昭和56年以来日本人の死因原因の第1位である「がん」ですが、早期発見・早期治療が大切です！
昭和村での検診状況をまとめましたのでご覧下さい。

各検診受診者数　（人）

胃がん 大腸がん 乳がん 子宮がん 前立腺がん 肺がん

平成20年度 887 869 425 520 390 1,345

平成21年度 831 894 428 514 449 1720

平成22年度 766 873 392 497 443 1572

平成23年度 672 844 377 471 411 1,423

平成24年度 662 789 370 468 443 1,443

検診受診率　（％）

胃がん 大腸がん 乳がん 子宮がん 前立腺がん 肺がん

平成20年度 35.40% 34.20% 49.80% 52.70% 36.60% 56.90%

平成21年度 33.40% 35.30% 46.70% 48.00% 41.60% 71.60%

平成22年度 28.10% 31.80% 33.60% 31.60% 39.80% 56.60%

平成23年度 25.90% 32.40% 35.60% 35.40% 40.70% 54.00%

　各種検診要精検率　（％）

胃がん 大腸がん 乳がん 子宮がん 前立腺がん 肺がん

平成20年度 11.40% 5.40% 6.20% 1.55% 4.40% 1.71%

平成21年度 11.20% 5.30% 6.80% 0.97% 2.90% 1.16%

平成22年度 12.30% 5.50% 4.80% 0.60% 3.40% 2.48%

平成23年度 7.30% 5.09% 4.77% 1.69% 6.08% 2.74%

　どの検診においても受診者数はほぼ横ばいかやや減少しています。乳がん・
子宮がん検診は受診しやすいように個別検診もとりいれていますが総数は増加
がみられません。

　県では受診率50％を目指していますが、肺がん以外は達成できず横ばいか減
少傾向があります。

　検診結果で精密検査が必要な人の割合です。胃がん以外は５％以下です。ど
の検診でも必ず精密検査が必要な方がいますがその方たち全員ががんというわ
けではありません。確認して安心できるようこわがらず受診して下さい。
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各検診がん確定者　（人）

胃がん 大腸がん 乳がん 子宮がん 前立腺がん 肺がん

平成20年度 2 2 2 0 2 1

平成21年度 0 0 2 1 1 0

平成22年度 2 3 1 0 1 0

平成23年度 0 3 0 1 3 0

　検診でがんが見つかった人の人数です。どのがんに於いても早期で見つかり
ますので、身体的・経済的にも負担が少なくてすみます。どなたも元気に毎日
をすごされています。

0人

1人

2人

3人

4人

5人

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

肺
がん

前立腺
がん

子宮
がん

乳
がん

大腸
がん

胃
がん

～ が ん 予 防 ～ が ん 予 防 Q ＆ A Q ＆ A ～～
Ｑ１：家族にがんの人がいないから私は大丈夫!?
Ａ１： がんが誰もがかかりうる病気です。老化によって細胞が古くなり、

遺伝子に傷がつくと次第に細胞が｛がん化｝します。これは長い
時間をかけておこるものなので、年齢を重ねるとリスクはあがり
ます。多くのがんは老化現象の一つといえます。

Ｑ２：がんにかかりやすい人はどんな人？
Ａ２：チェック票で確認下さい。
Ｑ３：がん対策はどんなことをすればよい？
Ａ３：①健康的な生活習慣でがんにかかるリスクをへらす。
　　　②自覚症状がなくても定期的に検診を受ける。
Ｑ４：健康的な生活習慣ってどんなこと？
Ａ４： 栄養（偏らずバランスよく！）・運動（日常生活を活動的に）・禁煙・

感染予防（胃がん予防→ピロリ菌除去）（子宮がん予防→ヒトパピ
ローマウイルス検査）　肝がん予防→HBV・HCV検査

Ｑ５：昭和村でできることは？
Ａ５：栄養・運動・禁煙教室は回覧と広報でお知らせします。

推奨されているがん健診
種類 検査項目 対象者 受診間隔

胃がん検診
問診および

40歳以上 年１回
胃部Ｘ線検査

子宮がん
検診

問診・視診
20歳以上

※２年に
１回

子宮頸部の
細胞診および内診

肺がん検診
問診

40歳以上 年１回
胸部Ｘ線検査

乳がん検診
問診・視診・触診

40歳以上
※２年に
１回

乳房Ｘ線検査
（マンモグラフィ）

大腸がん
検診

問診
40歳以上 年１回

便潜血検査
肝炎ウイルス
検診

採血 40歳以上 年１回

前立腺がん
検診

採血 50歳以上
１～２年
に１回

※ 子宮がん検診、乳がん検診は対象者以外の方でも
受診できます。

が　ん　の　か　か　り　や　す　さ　チ　ェ　ッ　ク　票
１つでもチェックに当てはまるとリスクが高まるおそれがあります。必ず検診を受けましょう！

□たばこをやめることができない □からだを動かす機会が少なく便秘がちである
　食道、肺、胃、肝臓、膵臓などのがん 　大腸（結腸）などのがん

□他人のたばこの煙を吸い込む機会が多い □太りすぎで、高カロリーの食物をよく食べる
　肺などのがん 　・中高年期男性：ＢＭＩ27以上

　・中高年期女性：ＢＭＩ25以上
□お酒をよく飲み晩酌はかかせない 　乳房（閉経後）、大腸などのがん
　肝臓、大腸、食道などのがん

□肝炎ウイルスに感染しているが治療していない
□塩辛いものを好みよく食べる 　肝がん
　胃がん

□３年以上がん検診を受けたことがない
□野菜や果物が嫌いであまり食べない 　・血縁者にがんにかかった人がいる
　食道、胃などのがん 　がん全体

□熱い飲み物や、食べ物を好みよく食べる ※中高年期：40歳から69歳
　食道がん ※ＢＭＩ（肥満度）＝体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）
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２
月

こ
の
ほ
ど
藤
井
幸
治
さ
ん

（
藤
井
）が
瑞
宝
双
光
章（
教
育

功
労
）を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

藤
井
さ
ん
は
昭
和
21
年
に
教

職
に
就
い
て
以
来
、
昭
和
60
年

３
月
に
昭
和
村
立
南
中
学
校
長

を
退
職
す
る
ま
で
、
永
き
に
わ

た
り
、
地
域
管
内
の
学
校
教
育

に
大
き
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
退
職
さ
れ
て
か
ら

は
村
教
育
委
員
会
で
教
育
長
と

し
て
村
教
育
行
政
の
充
実
・
発

展
の
た
め
に
大
き
く
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
の
受
章
は
、
こ
れ
ら
の

功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の

で
す
。

藤
井
幸
治
さ
ん
に

 

瑞
宝
双
光
章瑞宝双光章を受章された藤井さん

今
年
も
「
子
ど
も
た
ち
に
夢
と
思
い
出
を
」

　

昭
和
村
に
花
火
を
上
げ
る
会（
星
野
高
章
会

長
）が
主
催
す
る
ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
１
３
が
２
月
９
日
、
村
総
合
運
動
公
園

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
真
冬
の
イ
ベ
ン
ト
は
「
子
ど
も
た
ち
に

夢
と
思
い
出
を
」
を
テ
ー
マ
に
、
平
成
７
年
か

ら
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
で
19
回
目
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
生
越
太
鼓
の
勇
壮
な
響
き
と
と

も
に
午
後
４
時
か
ら
開
幕
さ
れ
、
会
場
で
は
子

真冬の夜空を鮮やかに彩った雪上花火

大人気のスノーチュービング たくさんの人たちでにぎわうビンゴ大会

ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
ス
ノ
ー
チ
ュ
ー
ビ
ン
グ

や
音
楽
バ
ン
ド
「
Ｙ

ヤ

ス

キ

Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
」
が
曲
を
披

露
。
そ
の
ほ
か
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
も
行
わ
れ
、

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
メ
ー
ン
と
な
る
雪
上
花
火
は
、

午
後
７
時
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
お
よ
そ
５
，
０
０

０
発
の
花
火
が
40
分
間
に
渡
っ
て
打
ち
上
げ
ら

れ
、
色
と
り
ど
り
の
花
火
が
澄
み
切
っ
た
夜
空

を
鮮
や
か
に
彩
り
ま
し
た
。
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第
19
回
生
涯
学
習
大
会
が
２
月
16
日
、
公
民

館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
部
で
は
、
１
月
26
日
に
表
彰
が
行
わ
れ

た
「
わ
た
し
と
家
族
」
作
文
発
表
会
で
優
秀
賞

到
着
し
た
一
行
は
、
サ
ン
タ
モ
ニ
カ
や
ビ
バ

リ
ー
ヒ
ル
ズ
な
ど
を
見
学
。

２
日
目
に
は
、４
，０
０
０
エ
ー
カ
ー（
約
１
，

６
１
８
ha
）の
土
地
を
所
有
し
、
レ
モ
ン
を
中

心
に
ア
ボ
カ
ド
や
オ
レ
ン
ジ
な
ど
を
栽
培
・
販

売
し
て
い
る
リ
モ
ネ
イ
ラ
社
の
農
園
や
パ
ッ

ケ
ー
ジ
工
場
を
視
察
。
ま
た
、
日
本
の
商
品
を

多
く
扱
う
ミ
ツ
ワ
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、
南
加
群

馬
県
人
会
会
長
の
ル
イ
ス
伊
藤
氏
と
の
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
世
界
遺
産（
自
然
遺
産
）に
登

録
さ
れ
て
い
る
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
を
見
学

し
ま
し
た
。

生
涯
学
習
大
会
で
中
島
啓
江
さ
ん
が
講
演

「生きる力」と題し講演する中島さん

産
業
青
年
が
ア
メ
リ
カ
を
視
察

昭
和
村
産
業
青
年
海
外
派
遣
事
業
が
１
月
21

日
か
ら
25
日
の
５
日
間
に
わ
た
っ
て
、
ア
メ
リ

カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
産
業
青
年
を
海
外
に
派
遣
す

る
こ
と
で
、
国
際
的
視
野
を
持
ち
、
社
会
人
と

し
て
質
の
高
い
能
力
を
身
に
つ
け
た
青
年
を
育

成
す
る
事
が
目
的
。
村
独
自
の
事
業
と
し
て
、

平
成
15
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
派
遣
さ
れ
た
の
は
、臼
木
英
幸
さ
ん（
赤

谷
）、
後
藤
宏
明
さ
ん（
滝
寺
）、
後
藤
貴
さ
ん

（
大
河
原
）、
高
橋
強
さ
ん（
吹
張
）、
山
後
正
志

さ
ん（
中
宿
）の
５
人
。

１
日
目
、
宿
泊
地
と
な
る
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に

リモネイラ社の農園を視察

昭
和
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
の
会（
角
田
勝
美
会
長
）で
は

２
月
23
日
、
村
の
様
々
な
歴
史

や
文
化
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

村
公
民
館
で
ふ
る
さ
と
歴
史
文

化
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
座
に
は
、
村
内
外
か
ら
村

の
歴
史
に
関
心
を
持
つ
お
よ
そ

45
人
が
参
加
。
元
沼
田
高
等
学

校
教
諭
の
久
保
誠
二
さ
ん
を
講

師
に
「
昭
和
村
の
河
岸
段
丘
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
、
昭
和
村

の
河
岸
段
丘
は
ど
の
よ
う
に
つ

く
ら
れ
た
の
か
、
地
学
か
ら
み

た
昭
和
村
な
ど
に
つ
い
て
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
今

年
度
の
講
座
は
全
３
回
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と

歴
史
文
化
講
座
を
開
催河岸段丘について講演する久保さん

堂々と作文を発表

を
受
賞
し
た
村
内
各
小
中
学
校
の
代
表
、
４
人

の
児
童
生
徒
が
作
文
を
発
表
。
家
族
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
堂
々
と
伝
え
ま
し
た
。

第
２
部
の
人
権
講
演
で
は
、
オ
ペ
ラ
歌
手
の

中
島
啓
江
さ
ん
が
「
生
き
る
力
〜
あ
り
が
と
う

は
魔
法
の
こ
と
ば
〜
」
と
題
し
て
、
お
よ
そ
１

時
間
半
に
わ
た
っ
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

中
島
さ
ん
は
「
一
番
大
切
な
の
は
お
金
で
も

便
利
で
も
な
く
『
心
』。
感
謝
の
気
持
ち
と
笑

顔
が
大
切
」
と
、
現
代
に
欠
け
て
し
ま
っ
て
い

る
「
心
」
の
大
切
さ
を
自
身
の
体
験
を
も
と
に

講
演
。
ま
た
、
講
演
の
最
後
に
は
中
島
さ
ん
の

美
し
い
歌
声
が
披
露
さ
れ
、
会
場
か
ら
大
き
な

拍
手
と
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。



　新婚さん、金婚を迎えたご

夫妻の登場者を募集していま

す。自薦・他薦は問いません。

皆さんどしどしご応募くださ

い。【問い合わせ】役場企画課

広報統計係☎２４－５１１１

（内線１４１）

今 月 の
イチオシ
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村
公
民
館
図
書
室
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
本
が

皆
さ
ん
を
待
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

月
曜
日
〜
金
曜
日　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時

公
民
館
図
書
室
利
用
時
間

城を嚙ませた男
伊東 潤 （著） 
光文社

海賊とよばれた男　上下
百田 尚樹 （著） 
講談社

ちくわのわーさん
岡田 よしたか （著） 
ブロンズ新社

等伯　上下

安部 龍太郎 （著） 
日本経済新聞出版社

　｢あなたの絵には真心があ
る｣。養父母の非業の死によ
り故郷を追われ、戦のただ
なかへ。激動の戦国の世と
法華の教えが、画境を高み
に誘う。長谷川「等伯」の
誕生を骨太に描く傑作長篇。

何者
朝井 リョウ （著） 

新潮社

「
50
年
経
っ
て
わ
か
る
家
族
の
大
切
さ
」

根
ね

　岸
ぎし

　進
しん

　治
じ

さん（73歳）
 ・　　 　
　　　　久

ひさ

　枝
え

さん（75歳）
（昭和38年１月25日入籍）

「
波
瀾
万
丈
の
50
年
」
そ

う
振
り
返
る
の
は
根
岸
進
治

さ
ん
・
久
枝
さ
ん
ご
夫
婦
。

「
50
年
経
っ
た
今
、
家
族
の
大

切
さ
が
よ
く
わ
か
る
」
と
声

を
そ
ろ
え
ま
す
。

15
歳
か
ら
東
京
へ
大
工
の

修
業
に
出
て
い
た
と
い
う
進

治
さ
ん
。「
朝
か
ら
晩
ま
で

修
業
に
励
ん
だ
。
若
い
と
き

に
苦
労
し
た
経
験
が
あ
る
か

ら
今
の
自
分
が
あ
る
。」
と

当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。
今

も
現
役
で
、
沼
田
市
に
あ
る

司
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
勤

務
さ
れ
て
お
り
、「
孫
と
同
じ

く
ら
い
若
い
人
た
ち
と
一
緒

に
仕
事
を
す
る
こ
と
で
、
若

く
い
ら
れ
る
し
毎
日
楽
し
い
」

と
微
笑
み
ま
す
。
久
江
さ
ん

は
仕
事
で
家
を
空
け
る
こ
と

の
多
か
っ
た
進
治
さ
ん
に
か

わ
り
、
育
児
や
家
事
な
ど
、

家
庭
を
支
え
ま
し
た
。

現
在
、
息
子
さ
ん
と
娘
さ

ん
ご
夫
婦
が
近
所
に
住
ん
で

お
り
「
毎
日
か
わ
い
い
孫
が

尋
ね
て
来
て
く
れ
る
し
、
今

が
一
番
幸
せ
」
と
ニ
ッ
コ
リ
。

そ
ん
な
お
二
人
に
夫
婦

円
満
の
秘
け
つ
を
尋
ね
る
と

「
お
互
い
に
思
い
や
り
の
心
を

持
つ
こ
と
」
と
声
を
そ
ろ
え

ま
す
。

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
は

「
若
い
頃
に
苦
労
を
か
け
た
分
、

妻
を
大
事
に
し
た
い
」
と
進

治
さ
ん
。
ま
た
、「
３
人
の
孫

が
成
長
し
て
い
く
姿
を
見
る

の
が
楽
し
み
。
お
互
い
に
支

え
合
い
な
が
ら
健
康
に
気
を

付
け
て
過
ご
し
て
行
け
た
ら
」

と
お
二
人
は
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
お
幸

せ
に
。

池 原
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拝啓 昭和村…

石
いし

川
かわ

かおるさん（53歳）

出　身：前橋市
在住地：横浜市
職　業： 主婦、村ふるさと

大使
趣　味： 家庭料理作り、
　　　　おやつ作り

　このコーナーでは、村出身者や村にゆかりのある方からの村への
思いやメッセージを紹介します。

春
の
便
り
が
聞
こ
え
る
と
、
昭
和
村
の
緑
が
一
層
鮮
や
か

に
な
り
、
残
雪
の
武
尊
山
、
谷
川
連
峰
の
山
々
と
共
に
目
に

浮
か
び
ま
す
。

私
が
生
ま
れ
育
っ
た
の
は
前
橋
市
で
す
が
、
母
方
の
祖
母

が
昭
和
村
森
下
の
出
身
で
し
た
。
そ
の
家
族
は
今
も
母
の
従

兄
が
家
族
と
共
に
農
業
を
営
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
で

私
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
昭
和
村
の
美
味
し
い
野
菜
や
果
物

を
た
く
さ
ん
食
べ
て
育
ち
ま
し
た
。
私
の
大
好
物
は
、
サ
ツ

マ
イ
モ
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
と
う
も
ろ
こ
し
で
祖
母
が
お
や
つ

に
蒸
か
し
て
く
れ
た
あ
の
味
を
今
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
子
ど
も

の
頃
の
昭
和
30
年
代
の
懐
か
し
い
風
景
は
昭
和
村
で
の
夏

休
み
…
。耕
運
機
の
荷
台
に
乗
せ
て
も
ら
い
大
喜
び
し
た
り
、

実
家
の
お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
が
片
品
川
を
歩
い
て
渡
る
の
を
ド

キ
ド
キ
見
送
っ
た
り
、
畑
で
真
っ
赤
に
実
っ
た
ト
マ
ト
を
も

い
で
が
ぶ
り
と
食
い
つ
い
た
り
…
。

あ
れ
か
ら
半
世
紀
が
経
ち
、
時
代
と
共
に
昭
和
村
は
躍

進
し
続
け
、今
で
は
日
本
で
最
も
美
し
い
村
「
や
さ
い
王
国
」

と
全
国
に
知
れ
渡
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
昭
和
村
を
愛
し
生

活
し
て
下
さ
っ
て
い
る
村
民
の
皆
さ
ま
の
努
力
の
賜
物
で
す
。

皆
さ
ま
と
の
絆
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

「
社
会
人
１
年
目
」

　

４
月
か
ら
、
昭
和
村
役
場
で
働
か
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
に
は
、
い
つ
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

月
日
が
流
れ
る
の
は
と
て
も
早
い
も
の
で
、
緊
張
で
ガ
チ
ガ
チ

に
な
り
な
が
ら
初
登
庁
し
た
日
か
ら
も
う
す
ぐ
１
年
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
１
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
そ
れ
こ
そ

色
ん
な
事
が
あ
り
ま
し
た
。
村
づ
く
り
協
力
委
員
の
方
々
と
サ
ル

ビ
ア
の
苗
を
植
え
た
り
、
レ
タ
ス
の
収
穫
を
し
た
り
、
横
浜
の
日

産
ス
タ
ジ
ア
ム
で
野
菜
の
販
売
を
し
た
り
、
選
挙
の
時
に
は
投
票

所
事
務
を
や
っ
た
り
、
つ
い
に
は
群
テ
レ
で
テ
レ
ビ
出
演
ま
で
し

ち
ゃ
い
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
の
１
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
本
当
に
色
々
な
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
わ
り
の
方
々
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
な
ん
と

か
や
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
半
人
前
に
も
遠
く
及
ば
な

い
自
分
で
す
が
、
す
こ
し
で
も
早
く
１
人
前
に
な
れ
る
よ
う
に
日
々

精
進
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

次
回
の
登
場
者
は
、
小
笠
原　

紀
之
さ
ん
（
23
歳
・
鎌
沢
）
で
す
。

真
ま

下
しも

　竜
たつ

也
や

さん

（23歳・森下中）

次回登場者紹介
　小、中学校の同級生です。昔からクルマが好きで今は整備士として

働いています。

　そのうちお酒でも飲みに行きましょう。
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子ども会育成会連合会（諸田義行会長）主催の第37回子

ども会卓球大会が２月10日、村社会体育館で開催されま

した。

大会には各地区の子ども会から、29チームおよそ250

人の小中学生が参加。

子どもたちは卓上の球を真剣に追い、各コートで白熱し

た試合を繰り広げました。

大会結果　優勝：三組Ａ、準優勝：三組Ｂ、第三位：入

原Ａ・吹張宿Ａ

子どもたちが卓上で熱戦

真剣なまなざしで白球を追う この一球は、はずせない！

昭和村囲碁会（小野一男会長）では２月24

日、第８回昭和村囲碁大会を公民館和室で

開催しました。

同囲碁会のメンバー16人が参加した大会

では、参加者が囲碁の実力にあわせて１組

から３組のクラスに分かれ、総当たり戦で

対局。その勝率によってそれぞれの組で優

勝が競われ、盤上で熱い頭脳戦が繰り広げ

られました。

盤上で頭脳戦を楽しむ

盤上で繰り広げられる頭脳戦

利根沼田地区学校警察連絡協議会が主催する、平成24年度
優良児童生徒表彰式が２月12日、沼田警察署大会議室で行わ
れました。
表彰を受けたのは３団体、２個人。本村からは団体で、安全
な登下校に努めた大河原小学校の通学班長が表彰されました。
表彰では、同校通学班長を代表して、５年生の林亜貴登君が

「通学班で登下校」と題し、通学班長として心がけていること
や目標を堂々と発表しました。

大河原小通学班長に表彰状

通学班長を代表して表彰を受ける林君

　平成24年度農地・水保全管理活動表彰式が２月４日、前橋テ
ルサで行われ、本村のグリーンネット生越（林祐司会長）が知事表
彰を受賞しました。
　これは、地域が一体となり農地や農業用水などを管理し、環境
の保全と向上に取り組んでいる県内の団体から、他の模範となる
ような優れた活動を行っている団体を表彰しているもの。今年度
は224の地域組織のなかから６団体が選ばれました。
　グリーンネット生越では、地域の環境美化や鳥獣害対策などに
努め、これらの活動が高く評価され知事表彰となりました。

環境の保全活動で知事表彰

表彰状を手にする林会長
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　平成24年度群馬県建設工事表彰が行われ、石坂建設（諸田光二
社長）が火山砂防事業で県土整備部長表彰を受賞しました。
　この表彰は、県の発注する2,500万円以上の土木建築工事が対象
で、今年度は447件中47件が表彰されました。同社では平成12年
から13年連続、県発注の公共事業で県知事表彰をはじめ各所長表
彰などを受賞しています。諸田社長は「公共事業が減っているなか
でも、高い品質と安全管理への意識を持ち仕事に取り組んでいます。
今後も村民の皆さまにご協力を頂き、仕事を通じて郷土に少しでも
奉仕できるよう努力を重ねていきたい」と語っていました。

13年連続で県表彰を受賞

表彰状を手にする諸田社長

　村体育協会が主催する第45回ピンポン

フェスティバルが２月３日、社会体育館で開

催されました。

　大会は、ダブルス制でＡからＤまでの４ク

ラスに分かれて行われ、今年は47チームお

よそ380人が参加。社会体育館内では終日、

熱気と応援の歓声があがり、参加者はそれぞ

れ優勝を目指して熱戦を繰り広げました。

～大会結果～

クラス 優勝 準優勝 第三位

Ａクラス スピリタス96Ａ プリティーズＡ S
スネーク

nake G
ガールズ

IRLS

Ｂクラス 南小ＰＴＡ 還暦野球Ａ スピリタス96Ｃ

Ｃクラス 還暦野球Ｃ とんそく
滝寺スターズ

三ツ谷

Ｄクラス 24会Ｂ 還暦野球Ｂ
悠友会Ｂ

民生委員会ボス

優勝目指し卓上で熱戦繰り広げる

およそ380人が集まり熱気に包まれる会場

一球一球が真剣勝負 熱戦を繰り広げる参加者
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■
場
所　

役
場
税
務
課

■
対
象
者　

①
村
の
固
定
資
産
税

（
土
地
・
家
屋
）の
納
税
者
、
②
納

税
者
の
同
居
親
族
で
納
税
者
本
人

か
ら
委
任
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

人
、
③
納
税
者
の
代
理
人
と
し
て

委
任
状
を
提
示
し
た
人

■
用
意
す
る
も
の　

①
納
税
通
知

書
ま
た
は
課
税
明
細
な
ど
の
関
係

書
類
、
②
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の（
免
許
証
等
）、
③
代
理
人
の
場

合
は
納
税
者
の
委
任
状

■
そ
の
他　

自
己
資
産
の
評
価
額

等
の
確
認
は
、
閲
覧
と
し
て
こ
れ

ま
で
ど
お
り
行
え
ま
す
。
な
お
、

借
地
借
家
人
は
、
借
り
て
い
る
資

産
の
評
価
額
等
を
確
認
で
き
ま
す
。

「
燃
や
せ
る
ご
み
袋
」の

　
　

値
下
げ
に
つ
い
て

産
業
課　

内
線
153

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
、
燃

や
せ
る
ご
み
袋
の
販
売
価
格
を
次

表
の
と
お
り
値
下
げ
し
ま
す
。

　

今
回
の
値
下
げ
は
、
村
民
の
皆

様
か
ら
の
ご
要
望
に
お
応
え
し
て

実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

今
後
も
、
ご
み
の
減
量
化
や
リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

※
３
月
31
日
以
前
に
購
入
し
た
ご

み
袋
の
精
算
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
対
象　

平
成
25
年
３
月
１
日
現

在
、
お
子
さ
ん
が
保
育
園
に
入
所

し
て
お
り
、
入
所
期
間
が
６
か
月

以
上
で
保
育
料
が
発
生
し
て
い
る

村
民（
※
た
だ
し
、
平
成
25
年
４

月
11
日
ま
で
に
保
育
料
の
未
納
、

滞
納
が
な
い
こ
と
）、
同
じ
く
村

外
の
幼
稚
園
・
保
育
園
に
お
子
さ

ん
が
入
所
し
て
い
る
村
民　

■
支
給
の
額　

年
間
保
育
料
の
２

割
程
度
を
予
算
の
範
囲
内
で
支
給

■
支
給
方
法　

口
座
振
込（
た
だ

し
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）

※
村
内
保
育
園
に
お
子
さ
ん
が
入

所
さ
れ
て
い
る
方
は
、
保
育
料
振

替
口
座
に
入
金（
た
だ
し
、
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
を
指
定
し
て
い
る
方
は
、

他
の
金
融
機
関
の
指
定
が
必
要
）

■
申
請
の
手
続
き　

２
月
下
旬
に

村
内
保
育
園
を
通
じ
て
申
請
書
を

配
布
し
ま
し
た
。
村
外
幼
稚
園
・

保
育
園
に
お
子
さ
ん
が
通
っ
て
い

る
方
は
、
次
の
も
の
を
持
参
し
、

保
健
福
祉
課
で
申
請
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
入
所

期
間
と
納
付
し
た
年
間
保
育
料
が

わ
か
る
も
の
、
②
印
鑑
、
③
入
金

を
希
望
す
る
金
融
機
関
の
通
帳

（
※
た
だ
し
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を

除
く
）

■
申
請
方
法　

村
内
保
育
園
ま
た

は
保
健
福
祉
課
に
申
請
書
を
提
出

■
申
請
期
間　

３
月
29
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課
☎

２
４

－

５
１
１
１（
内
線
131
）

固
定
資
産
税
の

 

縦
覧
が
で
き
ま
す

税
務
課　

内
線
121

　

土
地
・
家
屋
に
対
し
て
課
さ
れ

る
「
固
定
資
産
税
」
の
納
税
義
務

者
に
限
り
、
自
己
所
有
の
土
地
・

家
屋
と
他
の
試
算
の
評
価
額
を
縦

覧
帳
簿
に
よ
り
比
較
で
き
ま
す
。

■
期
間　

４
月
１
日（
月
）〜
５
月

31
日（
金
）　

※
土
日
祝
日
は
除
く

■
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分

子
育
て
支
援
金
の
申
請
は

 

３
月
29
日（
金
）ま
で
に

保
健
福
祉
課　

内
線
131

乳がん・子宮がん・骨粗しょう症検診を実施します
　子宮がん、乳がん・骨粗しょう症の集団
検診を次のとおり実施します。
　健康で安心な生活を送るためにも、ぜひ
受診してください。
■受付時間　午後１時～午後２時
■対象者　①子宮がん：平成６年４月１日
以前に生まれた偶数年齢の人、②乳がん：
昭和49年４月１日以前に生まれた偶数年
齢の人、③骨粗しょう症検診：平成25年度
に40・45・50・55・60・65・70才 の 節
目年齢になる女性
※対象者以外の人も受診できます。受診を
希望する人は、事前にご連絡ください。
■問い合わせ　保健福祉課　健康係（内線
132）

実施日 場　　所 対象地区

4／15㈪ 地域活性化センター
永井下・上、入原上・下、藤井、
宮貝戸、根岸、伏田

4／16㈫ 赤 城 原 区 民 館
赤城原第一・第二、
松ノ木平第一・第二

4／23㈫ 保 健 セ ン タ ー
吹張、宿、中宿、中内出、常木、
滝寺、南内出、上内出

4／24㈬ 貝野瀬構造改善センター
田岸、大堀、滝久保、池原、
生越

4／25㈭ 大河原住民センター
中野下・上、長者久保、大河原、
追分、赤谷

5／8㈬ 地域活性化センター
鎌沢、森下上・中・下、入沢、
三ツ谷、橡久保北部・南部、
他で受けられなかった人
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クイズ
キャッ

チボー
ル

広
報 

文
芸

昭
和
村
景
観
計
画
策
定
に
向
け
て

 

写
真
を
募
集
し
ま
す

老
い
た
れ
ど
農
婦
た
く
ま
し

根
深
汁 

杉
木　

哲
二

寒
卵
一
つ
落
と
し
て
夕
餉
と

す 

須
藤　

澄
子

焼
芋
の
味
で
満
腹
雪
の
夜

 

花
茂　

喜
右

焼
芋
屋
く
ま
な
く
流
す
田
舎

道 

真
下　

章
子

目
が
光
る
老
も
負
け
じ
と
歌

留
多
取
り 

横
坂　

庄
三

ヤ
ツ
ト
ウ
と
息
荒
く
し
て
寒

稽
古 

梅
沢　

ま
つ

焼
芋
の
ホ
ク
ホ
ク
ホ
ク
と
く

ち
せ
わ
し 

小
林　

仁
作

木
の
芽
ま
だ
固
し
立
志
の
子

等
祝
ふ 

坂
田　

保
男

俳

句

身
の
丈
を
知
り
つ
つ
ち
ょ
っ

ぴ
り
背
伸
び
し
て
吉
事
を
願

う
初
春
の
朝 

須
藤　

澄
子

働
け
る
事
の
喜
び
感
謝
し
て

「
い
っ
て
き
ま
す
」
と
弁
当
を

持
つ 

林　

郁
男

雪
の
中
時
間
違
は
ず
新
聞
の

配
達
員
の
背
に
声
か
け
る

 

小
林　

文
吉

着
膨
れ
て
如
月
に
生
れ
し
我

な
り
き
誕
生
日
祝
ひ
て
く
れ

し
家
族
優
し
き 

金
井　

松
枝

月
一
度
通
院
バ
ス
に
て
通
る

町
何
時
し
か
見
馴
れ
て
ふ
る

里
の
如 

川
端　

も
と

鬼
追
の
太
鼓
が
ひ
び
く
午
さ

が
り
凍
て
つ
く
畑
を
吾
子
は

見
ま
は
る 

新
木　

た
き

寝
も
や
ら
ず
歌
づ
く
り
す
る

隣
に
は
夫
の
寝
息
も
調
子
を

と
り
を
り 

林　

千
恵
美

戸
方
口
の
近
く
に
あ
り
し
実

家
の
風
呂
て
ん
び
ん
か
つ
ぐ

遠
き
日
の
母 

倉
沢　

美
代
子

短

歌

※
燃
や
せ
な
い
ご
み
袋
の
販
売
価

格
は
現
状
の
と
お
り
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
産
業
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　
　

　

平
成
25
年
４
月
30
日
㈫
ま
で

■
応
募
用
紙　
　

　

役
場
企
画
課
に
て
配
布
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
。

■
そ
の
他

　

写
真
は
Ｌ
ま
た
は
２
Ｌ
サ
イ
ズ

　

村
で
は
魅
力
あ
ふ
れ
る
景
観
や
風
景
を
守
り
、
次
世
代
に
引
き

継
ぐ
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
生
か
し
た
活
力
あ
る
村
を
目
指
し
て
、

今
年
度
か
ら
景
観
法
に
基
づ
く
景
観
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討

を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
景
観
計
画
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
く
、
皆
様
が
「
大
切
に
思
う
」
景
観
と
「
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と

ど
う
か
な
と
思
う
」
村
内
の
景
観
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。　

　

電
子
メ
ー
ル
に
て
応
募
さ
れ
る

方
は
、ｋ
ｉ
ｋ
ａ
ｋ
ｕ
＠
ｖ
ｉ
ｌ
ｌ
．

ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
ａ
．ｇ
ｕ
ｎ
ｍ
ａ
．ｊ
ｐ
へ

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

昭
和
村
役
場
企
画
課　

地
域

振
興
係　

☎
０
２
７
８

－

２
４

－

５
１
１
１（
内
線
141
）

△

２月号のクイズの答えは、「77人」でした。
当選者は次のとおりです（敬称略）。おめで
とうございます。

★角　田　実代子（52歳）森　下　下
★堤　　　奏　太（10歳）入　原　下

　今年で19回目を迎えた冬の祭典
が２月９日に開催され、真冬の夜空
に大きな花火が打ち上げられました。
　それでは問題です。「昭和村に花
火を上げる会」が主催するこの真冬
のイベント。名称は「○○○○○
フェスティバル」でしょうか？

▲

村に住んでいる人・勤めている人ならどなたで
も応募できます。

▲

賞品＝正解者の中から抽選で
村商工会商品券500円分を差し上げます。

▲

締め
切り＝４月１日（月）。

▲

発表＝「広報しょうわ」
４月号。

▲

答えは必ずハガキに書き、下記要領で
応募してください。

応募規定

こたえ
住所(行政区も)
氏名・年齢
TEL
投稿欄…広報でと
りあげてほしいこと
や気がついたことな
ど書いてください。

37 9 1 2 9 8切
手 昭

和
村
大
字
糸
井
三
八
八

昭
和
村
役
場

企
画
課

広
報
統
計
係

ごみ袋の
種類

現在の
価格

改定後の
価格

大 1,200円 600円

中 900円 450円

小 600円 300円
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広く村民の皆さんに呼びかけたいことがあり

ましたら、このページをご利用ください。

information

協
会
け
ん
ぽ
に

 

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ま
へ

◆
全
国
健
康
保
険
協
会
群
馬
支
部

　

加
入
す
る
ご
本
人
様
で
健
診
の

対
象
と
な
る
方
に
は
、
平
成
25
年

４
月
上
旬
に

｢

健
診
申
込
用
紙
と

パ
ン
フ
レ
ッ
ト｣

を
お
勤
め
す
る

会
社
に
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、

会
社
を
通
じ
て
健
診
の
手
続
き
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
加
入
す
る
ご
家
族
で
健

診
の
対
象
と
な
る
方
に
つ
い
て
も
、

同
時
期
に

｢

特
定
健
康
診
査
受
診

券｣

を
ご
自
宅
に
送
付
い
た
し
ま

す
の
で
、
受
診
券
が
お
手
元
に
届

き
ま
し
た
ら
忘
れ
ず
に
健
診
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
」

は
、
加
入
す
る
ご
家
族
の
み
の
ご

利
用
と
な
り
、
ご
本
人
様
の
健
診

に
受
診
券
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
お
知
ら
せ

▼
問
い
合
わ
せ　

全
国
健
康
保
険

協
会
群
馬
支
部　

☎
０
２
７

－

２

１
９

－

２
１
０
４

山
火
事
防
止
運
動
に

 

ご
協
力
を

◆
利
根
環
境
森
林
事
務
所

　

県
で
は
、
山
火
事
防
止
運
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
、

山
火
事
が
発
生
し
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
の
大
切
な
森
林

資
源
を
守
る
た
め
、
一
人
ひ
と
り

の
注
意
で
火
災
の
発
生
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

次
の
こ
と
を
心
が
け
、
山
火
事

を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

①
枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
危
険
な
場

所
で
は
た
き
火
を
し
な
い
。

②
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
完
全
に
火

を
消
し
、
投
げ
捨
て
は
し
な
い
。

③
火
遊
び
は
し
な
い
。さ
せ
な
い
。

土
壌
消
毒
剤
の

 

安
全
使
用
に
つ
い
て

◆
昭
和
村
役
場
産
業
課

作
業
上
の
注
意

　

住
宅
や
ハ
ウ
ス
、
野
菜
畑
と
コ

ン
ニ
ャ
ク
畑
が
混
在
す
る
状
況
で

は
、
周
辺
の
環
境
を
考
慮
し
て
次

の
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
住
宅
、
畜
舎
及
び
ハ
ウ
ス
に
隣

接
し
て
い
る
ほ
場
で
は
土
壌
く
ん

蒸
剤
の
使
用
に
十
分
注
意
す
る
。

ま
た
は
緑
肥
作
物
や
野
菜
類
の
作

付
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

②
住
宅
、
畜
舎
及
び
ハ
ウ
ス
が
周

辺
に
あ
る
地
帯
は
、
０
・
０
３
ミ

リ
以
上
の
厚
い
シ
ー
ト
を
使
用
し
、

被
覆
期
間
も
４
週
間
以
上
と
っ
て

か
ら
ガ
ス
抜
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
隣
接
ほ
場
に
野
菜
類
が
作
付

け
さ
れ
て
い
る
場
合
も
同
様
な
配

慮
が
必
要
で
す
。

③
ク
ロ
ル
ピ
ク
リ
ン
ガ
ス
は
空
気

の
5.7
倍
の
重
さ
が
あ
り
、
ガ
ス
抜

き
は
ガ
ス
の
滞
留
す
る
心
配
の
な

い
風
が
吹
い
て
い
る
と
き
に
行
い
、

風
向
き
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

※
土
壌
消
毒
剤
は
、
使
用
基
準
を

守
り
適
切
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

国
税
専
門
官
を
募
集

◆
人
事
院
人
材
局

▼
受
験
資
格　

昭
和
58
年
４
月
２

日
〜
平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
者
、
平
成
４
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者　

①
大
卒
者
お
よ
び
平
成
26
年
３
月

卒
業
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

▼
申
込
期
間　

原
則
と
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
で
４
月
１
日

（
月
）午
前
９
時
〜
４
月
11
日（
木
）

　

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込

▼
募　

集

◎警察官採用試験の実施について◎

受験資格の年齢上限を30歳から33歳に引き上げました。

興味のある方は昭和村駐在所☎０２７８－２４－６００４までお気軽にご連絡下さい。

（１）試験日程
・募集案内配布開始　３月１日（金）から
・申込書受付期間　　３月21日（木）から４月５日（金）
・第一次試験　　　　５月12日（日）

（２）試験区分
・警察官Ａ（男性・女性）…平成26年４月１日採用
・ 警察官Ａ武道指導（性別不問　柔道１人、剣道１人）
　　　　　　　　　　　   …平成26年４月１日採用
・ 警察官Ａ特別（男性・女性）…平成25年10月１日採用
・ 警察官Ｂ特別（男性・女性）…平成25年10月１日採用
　※既に願書の配布を開始しています。
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特設人権相談所
　家庭内や隣近所のもめごとなど

でお悩みの人は、ご相談ください。

村人権擁護委員が相談に応じます。

◆日時：４月８日（月）、午後１時

30分～４時、◆会場：役場会議室

こころの相談
　「眠れない」、「イライラして落ち

着かない」など、心に悩みを持つ

人はご相談ください。専門家が相

談に応じます。◆日時：４月３日

（水）、午後１時30分～（事前に電

話予約を）、◆会場：沼田保健福

祉事務所☎２３－２１８５

女性相談センター
　パートナーからの暴力やさまざ

まな悩みを持っている女性の相談

や支援を行います。◆日時：平日

午前９時～午後８時、土日祝日午

後１時～５時、◆相談専用電話：

☎０２７－２６１－４４６６

わが村の人口
人　口　7,753人 〔235人〕 （＋４）
　男　　3,820人 〔093人〕 （＋３）
　女　　3,933人 〔142人〕 （＋１）
世帯数　2,499世帯 （±０）
〔外国人のみ186世帯・混合31世帯〕
※（ ）は前月比〔 〕は外国人の内数

２月末日現在（住民基本台帳人口）

村の面積 64.17 平方キロメートル

そうだんがいど

み
が
で
き
な
い
場
合
は
、
郵
送
ま

た
は
持
参
で
４
月
１
日（
月
）〜
４

月
２
日（
火
）

▼
申
込
方
法　

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
申
込
み
は
、http://w

w
w
.jinji-

shiken.go.jp/juken.htm
l

に
ア

ク
セ
ス
し
、
説
明
に
従
っ
て
入
力

②
郵
送
・
持
参
の
場
合
は
、
希
望

す
る
第
１
次
試
験
地
に
対
応
す
る

国
税
局
ま
た
は
国
税
事
務
所
に
申

込
書
を
提
出

▼
試
験
日　

第
１
次
試
験　

６
月

９
日（
日
）　

※
第
２
次
試
験
は
第

１
次
試
験
合
格
通
知
で
指
定
す
る

日
時
お
よ
び
場
所

▼
試
験
会
場　

高
崎
市
ほ
か

▼
試
験
内
容　

大
学
卒
業
程
度

▼
問
い
合
わ
せ　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
申
込
み
に
関
す
る
こ
と　

人
事

院
人
材
局
試
験
課　

☎
０
３

－

３

５
８
１

－

５
３
１
１　

そ
れ
以
外

の
こ
と　

関
東
信
越
国
税
局
人
事

第
二
課
試
験
係　

☎
０
４
８

－

６

０
０

－

３
１
１
１

今・月・の・納・期
　国民健康保険税10期、水道料
金・下水道使用料６期、保育料３
月分、学校給食費３月分は、４月
１日（月）が納期です。納期内納付
にご協力ください。

国
民
年
金
種
別
変
更

　

国
民
年
金
制
度
で
は
、
国
内
に

居
住
す
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
ま

で
の
す
べ
て
の
方
に
加
入
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
民
年
金

の
加
入
種
別
は
、
次
の
３
種
類
に

分
か
れ
て
お
り
、
届
出
は
加
入
時

だ
け
で
な
く
、
種
別
が
変
わ
っ
た

と
き
に
も
必
要
で
す
。

　

種
別
変
更
の
届
出
を
忘
れ
る
と

年
金
が
受
け
取
れ
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
手
続
き
は
年
金
手
帳
を

添
え
て
、
そ
の
都
度
忘
れ
ず
に
行

い
ま
し
ょ
う
。

 

○
国
民
年
金
の
加
入
種
別 

・
第
１
号
被
保
険
者

　

自
営
業
や
農
業
・
漁
業
の
方
と

そ
の
配
偶
者
、20
歳
以
上
の
学
生
、

フ
リ
ー
タ
ー
の
方
等
が
対
象
と
な

り
、
加
入
や
種
別
変
更
の
手
続
き

は
、
市
区
役
所
・
町
村
役
場
の
国

民
年
金
担
当
窓
口
で
行
い
ま
す
。

・
第
２
号
被
保
険
者　

　

会
社
や
官
公
庁
に
お
勤
め
の
方

な
ど
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に

加
入
し
て
い
る
方
が
対
象
に
な
り

ま
す
。
加
入
手
続
き
は
、
会
社
や

官
公
庁
が
行
い
ま
す
。

・
第
３
号
被
保
険
者　

　

国
民
年
金
の
第
２
号
被
保
険
者

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の
方

が
対
象
と
な
り
、
届
出
は
配
偶
者

の
勤
務
先
を
通
じ
て
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
渋
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
７
９

－

２
２

－

１
６
０
７

ま
で
。

FM  OZE行政情報番組
とれたて情報昭和村
放送日：毎週土・日
　　　　午前９時50分～10時

タイトルコール：昭和村農業委員
　３月は村からのお知らせ等をお
伝えします。

窓
口
窓
口で

す
２
月
届
出
分

う
ぶ
ご
ええええ

□
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

上　

組

⻆つ
の

田だ　

ひ
な
た
ち
ゃ
ん

　

均
好　

恵

さ
ん
の
子
１
月
28
日
生

追　

分

石い
し
　
い井　

惟ゆ
い
　
と斗
く
ん

孝　

路

百
合
子

さ
ん
の
子
１
月
28
日
生

田　

岸

井い
の

上う
え　

雄ゆ
う

太た

く
ん

泰　

宏

絵
梨
子

さ
ん
の
子
２
月
５
日
生

南
内
出

石い
し

井い　

昴す
ば
るく
ん

和　

樹

美　

穂

さ
ん
の
子
２
月
８
日
生

中　

組

諸も
ろ

田た　

旺お
う

佑す
け

く
ん

和　

浩

美　

香

さ
ん
の
子
２
月
11
日
生

根　

岸

倉く
ら

澤さ
わ　

冴さ
え

ち
ゃ
ん

康　

弘

和　

美

さ
ん
の
子
２
月
17
日
生

入
原
上
組

笛ふ
え

木き　

創そ
う

太た

く
ん

陽　

介

佳
津
江

さ
ん
の
子
２
月
20
日
生

お
く
や
みみみみ

■
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

永
井
上
組

藤
井　

カ
ヤ
さ
ん

100
歳　

２
月
８
日
没

赤
城
原

第　

一

加
藤　

い
ま
さ
ん

95
歳　

２
月
14
日
没

大
河
原

山
田　

つ
る
さ
ん

92
歳　

２
月
15
日
没

鎌　

沢

保
坂　

キ
イ
子
さ
ん

86
歳　

２
月
18
日
没

大
河
原

大
竹　

う
し
さ
ん

87
歳　

２
月
25
日
没

永
井
上
組

山
口　

兵
部
さ
ん

87
歳　

２
月
26
日
没

鎌　

沢

廣
田　

利
根
雄
さ
ん

89
歳　

２
月
27
日
没

※ 

掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、

届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
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